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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
     (1) 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無      ：  有  （内容は添付資料に記載） 

     (2) 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無  ：  無 

    (3) 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無              ：  有 

           連結（新規） ７社  （除外） ８社     持分法（新規） ―社  （除外） ―社 

 
２．平成 19 年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成 18 年４月１日～平成 18 年 12 月 31 日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況                       (注)金額は百万円未満を切り捨て 

 売 上 高        営 業 利 益        経 常 利 益        
四 半 期 純 利 益           
又 は 当 期 純 損 失          

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％

１9 年３月期第３四半期 744,596  △6.1 70,345    6.5 69,804    8.5 40,123  187.7

１8 年３月期第３四半期   793,016  △0.7    66,045   29.4 64,328   46.3   13,948 △15.3

(参考)18 年３月期 1,068,390    0.1    83,415   23.4    76,838   43.3 △54,305     ―

                                                                                   

 
１株当たり四半期          
( 当 期 ) 純 利 益          

潜在株式調整後1株当たり         

四 半 期(当期)純 利 益         

 円  銭 円  銭

19 年３月期第３四半期 75.59 75.06 

18 年３月期第３四半期 26.27 26.26 

(参考)18 年３月期 △102.29  ― 

(注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同期増減率を示しております。前期の潜在株式調整後１株
当たり四半期（当期）純利益は、当期純損失となったため記載しておりません。 

   
(2) 財政状態（連結）の変動状況   

 総 資 産        純 資 産 自己資本比率 
１ 株 当 た り          
純 資 産

 百万円 百万円 ％ 円  銭

19 年３月期第３四半期 950,964 336,095 35.2 630.82 

18 年３月期第３四半期 990,316 361,841 36.5 681.59 

(参考)18 年３月期 944,054 293,817 31.1 553.50 
 
(3) 連結キャッシュ・フローの状況  

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物          
期 末 残 高           

 百万円 百万円 百万円 百万円

19 年３月期第３四半期 43,555 △38,195 △ 2,321 84,370

18 年３月期第３四半期 48,479 △38,703 3,170 73,680

(参考)18 年３月期 78,924 △43,146 △16,850 80,878

 

３．平成 19 年３月期の連結業績予想（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

 売 上 高        経 常 利 益        当 期 純 利 益        

 百万円 百万円 百万円 

通       期 1,006,000 90,000 46,000 

(参考) 1 株当たり予想当期純利益(通期)    86 円 67 銭 
 
※ 上記業績予想は、本資料の発表日現在における将来に関する前提・見通し・計画に基づく予想であり、リスクや不確

定要素を含んだものです。実際の業績は当社を取り巻く経済情勢、市場の動向、為替レートの変動など様々な重要な
要素により、これら業績予想とは大きく異なる可能性があります。 


